


１－③ 健診受診率の向上に向け、健康診断を受診すると特典が

受けられる取組が実施されている。そこで、受診率の更なる向

上のため、これまでの利用率や効果を分析した上で、地元のス

ーパーや飲食店等と連携し、住民の選択肢を広げる「地域循環

型のインセンティブ拡充」の取組を提案するが、町の見解は。 

担当課長 

１－④ 本町では、「健幸スポーツの駅」という事業が実施されて

いるが、心身の健康には「休養・食事・運動」の３要素が必要で

ある。そこで、新鮮な食材と健康習慣についての啓発をワンス

トップで提供する「健幸食の駅」を創設を提案するが、町の見

解は。 

担当課長 

１－⑤ 本町では「笑街健幸のまち」の実現に向けて様々な事業

に取り組んでいる。そこで、大学等との専門機関や研究機関と

連携し、町民の健康データの分析・活用を行うことで、住民の

行動変容を科学的に裏付け、より効果的な施策へ繋げていくこ

とを提案するが、町の見解は。 

担当課長 

１－⑥ 健康寿命延伸の鍵として、社会の中に自分の「出番」や

「役割」を実感できることも重要と考える。例えば、人手不足

に悩む地元企業と連携し、シニア層が培ったキャリアを柔軟に

活かせる仕組みを創出することは、地域の活力に直結する。行

政が単に支援する対象として高齢者を捉えるのではなく、民間

企業と連携し、シニア世代の経験が地域社会の新たな価値とし

て循環する仕組みの構築を提案するが、町の見解は。 

担当課長 

１－⑦ 本町は、豊かな自然環境や良好な住環境、充実した医療

機関などコンパクトシティとして利便性も高く、都市部からの

移住者を惹きつけるポテンシャルは極めて高い。そこで、行政

主導に留まらず、町民、企業、地域が一体となるプロジェクト

チームを立ち上げ「清水町・ウェルビーイング宣言」を打ち出

し、「この町に住むこと自体が健幸になる」という価値を可視化

することで「健幸になれる町だからこそ住みたい」と思わせる

仕組みを構築し、強力な移住定住策へ繋げていくことを提案す

るが、町の見解は。 

町  長 

 










































